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新成人としての新たな一歩！
～ 令和３年東通村成人式 ～

　

１
月
９
日
（
土
）、
東
通
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
当
村
で
対
象
と
な

る
77
名
（
男
39
名
、
女
38
名
）
の
う

ち
25
名
が
出
席
し
、
令
和
３
年
東
通

村
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
越
善
靖
夫
村
長
が
「
自
分

の
進
路
に
向
か
い
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念

と
決
断
力
を
強
く
持
ち
、
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
新

成
人
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
丹
内
俊

範
村
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
面
持
ち

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

濱
端
夢
美
さ
ん
（
目
名
出
身
）
へ
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
弓
理
慧
さ
ん
（
石

持
出
身
）
が
、
新
成
人
代
表
と
し
て

「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。

弓
さ
ん
は
、「
東
通
村
に
生
ま
れ
、

東
通
村
の
小
学
校
と
中
学
校
で
過
ご

し
た
日
々
を
誇
り
と
し
て
、
後
に
続

く
後
輩
た
ち
の
見
本
と
な
る
よ
う
な

社
会
人
を
目
指
し
て
い
く
」
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
を

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
状
況
の
中
迎
え

た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
辛
く

苦
し
い
状
況
に
決
し
て
負
け
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
し
、
自
立
し
た

社
会
人
と
し
て
更
に
ご
活
躍
さ
れ
る

よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

新成人を激励する越善村長

新成人に祝辞を述べる丹内議長 「誓いの言葉」を述べる弓さん

記念品を受け取る濱端さん凛とした表情で式に臨む新成人の皆さん 受付での健康観察アンケート

恩師や同級生との再会に笑顔が絶えない成人式でした
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１
月
７
日
（
木
）、
東
通
村
体
育
館

駐
車
場
を
会
場
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
、
令
和

３
年
東
通
村
消
防
団
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

東
通
村
消
防
団
247
名
は
、
坂
本
義

彦
団
長
の
指
揮
の
下
、
特
別
参
加
の

下
北
試
験
場
消
防
隊
と
と
も
に
越
善

靖
夫
村
長
の
観
閲
を
受
け
、
防
火
・

防
災
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
様

子
で
し
た
。

　

式
で
は
、
参
集
し
た
団
員
の
現
況

報
告
・
通
常
点
検
が
行
わ
れ
た
後
、

越
善
村
長
ほ
か
関
係
者
が
砂
子
又
八

幡
宮
へ
拝
礼
し
、
今
年
一
年
の
無
災

害
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
通
村
防
災
セ
ン
タ
ー

前
で
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
、
坂

本
団
長
を
先
頭
に
３
大
隊
に
分
か
れ

た
団
員
が
堂
々
と
行
進
。
続
い
て
行

わ
れ
た
纏
振
り
演
技
で
は
、
力
強
く

華
麗
な
纏
振
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
団
長
か
ら
は
「
不
屈
の
消
防

精
神
の
も
と
、
地
域
住
民
の
強
い
信

頼
に
応
え
る
た
め
、
な
お
一
層
の
訓

練
に
励
み
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
常
活

動
に
精
励
し
た
い
」
と
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
越
善
村
長
は
「
東
通
村
消
防

団
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

引
き
続
き
、
消
防
署
と
の
連
携
を
も

っ
て
、
日
々
の
訓
練
と
消
防
活
動
に

精
励
さ
れ
る
よ
う
強
く
願
い
ま
す
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

観閲する越善村長

現況報告をする坂本団長

坂本団長の指揮のもと一糸乱れぬ分列行進 砂子又八幡宮にて無災害を祈願

整然と並ぶ団員 力強く華麗な纏振り
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こども園ひがしどおりクリスマス会　～東通村商工会青年部～

東通村漁業連合研究会通常総会開催

「寒
かん

立
だち

菜
な

（寒締めホウレンソウ）」で地産地消の学校給食を実施

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
令

和
２
年
12
月
24
日
（
木
）
、

こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
や

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
感
染

対
策
の
マ
ス
ク
と
手
袋
を

し
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

登
場
。
歓
声
の
中
迎
え
ら

れ
、
入
場
し
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
『
サ
ン
タ
さ

ん
は
ク
リ
ス
マ
ス
じ
ゃ
な

い
時
は
何
を
し
て
い
る

の
？
』
、『
今
日
の
夜
も
来

て
く
れ
ま
す
か
？
』
な
ど

の
可
愛
ら
し
い
質
問
に
優

し
く
答
え
、
そ
の
後
、
一

人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

贈
呈
と
写
真
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
は
、
東
通
村
商

工
会
青
年
部
の
事
業
と
し

て
部
員
が
行
っ
て
お
り
、

今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
。
こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど

お
り
に
は
、
絵
本
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
（
土
）、
村
庁
舎

に
お
い
て
東
通
村
漁
業
連
合

研
究
会
（
二
本
栁
亮
会
長
、

小
田
野
沢
）
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
漁
業
研

究
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
５

名
の
方
に
二
本
栁
会
長
か
ら

表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
本
栁
会
長
の

挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、

令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
令
和
３
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
が
承
認

さ
れ
、
ま
た
、
任
期
満
了
に

よ
る
役
員
改
選
で
岩
屋
漁
業

研
究
会
の
相
馬 

忍 

氏
が
新

会
長
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
最
後
に
は
、
青
森
県

営
浅
虫
水
族
館 

飼
育
展
示

部 

魚
類
グ
ル
ー
プ 

杉
本 

匡 

氏
よ
り
「
水
族
館
で
感
じ
る

青
森
の
海
の
魚
種
の
変
化
」
、

同
じ
く
、
青
森
県
営
浅
虫
水

族
館 

飼
育
展
示
部 

海
獣
グ

ル
ー
プ 

桃
井 

綾
子 

氏
よ
り

「
青
森
で
見
ら
れ
る
海
獣
類
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
通
村
が
冬
の
地
場
野
菜
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
「
寒
立

菜
」
が
、
１
月
14
日
・
15
日
の
両
日
、

地
産
地
消
の
給
食
を
提
供
す
る
東
通

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
に
登
場
し

ま
し
た
。

　

寒
立
菜
は
、
農
作
物
を
冬
の
寒
気

に
あ
え
て
さ
ら
す
〝寒
締
め〟
と
い
う

処
理
を
施
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
で
、

夏
場
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
比
べ
て
糖

度
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
増
加
す
る

の
が
特
徴
で
す
。
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
生
育
す
る
姿
か
ら
、
尻
屋
崎
で
放

牧
さ
れ
る
寒
立
馬
に
あ
や
か
っ
て

「
寒
立
菜
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

寒
立
菜
の
給
食
は
全
校
児
童
・
生

徒
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
、
授
業
で
村
の
食
を
学
ぶ
小
学
校
４

年
生
の
教
室
に
は
、
実
際
に
寒
立
菜

を
生
産
す
る
農
家
が
訪
問
し
、
栽
培

方
法
や
特
徴
を
直
接
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

サンタクロースと記念撮影

４年２組に寒立菜をＰＲする東通村畑
作生産振興会の山﨑孝悦会長。４年１
組には同じく生産農家の濱田裕子さん
が訪問し、生産者と児童が地産地消の
給食でつながりました。

クリスマス会の様子

新会長　相馬 忍 氏（写真中央） 講演の様子

東通村漁業連合研究会表彰状授与者

所　　属 氏　　名 備考

野牛漁業研究会 杉 本　 現 貴 会員表彰

岩屋漁業研究会 相 馬　 大 希 会員表彰

尻屋漁業研究会 駒 谷　 祐 輔 会員表彰

小田野沢漁業研究会 二本栁 松三郎 会員表彰

白糠漁業研究会 　 山　　 力 会員表彰
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青
森
県
で
は
県
税
の
口
座
振
替
の
申

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
税
の
納
税
は
、
便
利
で
、
安
全
・
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税
】

【
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税
】

〇
自
動
車
税
種
別
割

　

６
月
納
期
分(

定
期
賦
課
分)

〇
個
人
事
業
税

　

８
月
・
11
月
納
期
分(

定
期
賦
課
分)

〇
法
人
県
民
税
・
事
業
税

　

中
間
申
告
及
び
確
定
申
告
分

　

（
期
限
内
申
告
分
に
限
り
ま
す
）

〇
軽
油
引
取
税

　

特
別
徴
収
義
務
者
の
申
告
分

　

（
徴
収
猶
予
分
を
除
き
ま
す
）

※
法
人
県
民
税
・
事
業
税
及
び
軽
油

引
取
税
の
振
替
日
は
、
申
告
期
限
の

翌
月
25
日
で
す
。

【
申
込
方
法
】

【
申
込
方
法
】

　

本
人
名
義
の
通
帳
と
預
金
届
出
印
を

持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機

関
ま
た
は
地
域
県
民
局
県
税
部
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
各
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

【
申
込
期
限
】

〇
自
動
車
税
種
別
割
・
・
・
４
月
30
日

〇
個
人
事
業
税
・
・
・
８
月
中
旬

〇
法
人
県
民
税
・
事
業
税
、
軽
油
引
取

税
・
・
・
申
告
期
限
の
日

【
取
扱
金
融
機
関
】

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀
行
、
青
い

森
信
用
金
庫
、
青
森
県
信
用
組
合
、
東

北
労
働
金
庫
、
県
内
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
な
ど

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

振
替
日
か
ら
数
日
間
は
地
域
県
民
局

県
税
部
の
窓
口
で
は
振
替
の
確
認
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
期
間
に
納
税
証

明
書
が
必
要
な
場
合
は
、
口
座
振
替
分

の
記
帳
を
行
っ
た
預
金
通
帳
を
持
参
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　

納
税
管
理
課

　

☎
０
１
７
５-

２
２-

８
５
８
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
０
３
）

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺
い

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
に
引

継
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
・
無
料
で

す
。

◆
受
付
時
間

◆
受
付
時
間

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時
、

　

13
時
～
16
時
30
分

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

東
北
財
務
局
青
森
財
務

事
務
所　

理
財
課

◆
相
談
専
用
電
話

◆
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
１
７-

７
７
４-

６
４
８
８

◆
相
談
内
容

◆
相
談
内
容

相
続
登
記
お
よ
び
法
定
相
続
情
報
照

明
制
度

◆
相
談
期
間

◆
相
談
期
間

２
０
２
１
年
２
月
１
日
～
同
月
28
日

ま
で
の
１
ヶ
月
間
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

◆
相
談
場
所

◆
相
談
場
所

　

青
森
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

※
ご
相
談
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
前
に
各
司

法
書
士
事
務
所
へ
ご
相
談
の
ご
予
約

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
費
用

◆
費
用

初
回
相
談
無
料
（
２
回
目
以
降
や
具

体
的
な
手
続
き
は
有
料
で
す
）

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７-

７
７
６-

８
３
９
８

【【
車
検
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す

車
検
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
】】

　

例
年
３
月
は
、
名
義
変
更
（
移
転
登

録
）・
廃
車
（
抹
消
登
録
）・
住
所
変
更

等
（
変
更
登
録
等
）・
車
検
（
継
続
検

査
）
の
手
続
き
で
、
運
輸
支
局
及
び
事

務
所
の
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

特
に
３
月
中
旬
頃
か
ら
月
末
に
か
け

て
徐
々
に
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
申
請

者
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
廃
車
等
の
手
続
き
は
、

混
雑
を
避
け
待
ち
時
間
が
少
な
い
３
月

12
日
以
前
に
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
検
（
継
続
検
査
）
は
１
ヶ

月
前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
３
月
下
旬
に
集
中
し
な
い
よ
う
お

早
め
に
受
検
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

ユ
ー
ザ
ー
車
検
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
査
予
約
サ
イ
ト

等
に
よ
り
検
査
予
約
を
行
っ
て
下
さ
い
。

予
約
操
作
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
自
動
車
検
査
予
約
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
は
「
軽
自
動
車
検

査
協
会
」
が
手
続
き
窓
口
に
な
り
、
手

続
き
方
法
等
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

◆
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局
テ
レ
フ

◆
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）

　

青
森
市
大
字
浜
田
字
豊
田
139-

13

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
８

◆
八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
テ
レ

◆
八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
情
報
案
内
）

　

八
戸
市
桔
梗
野
工
業
団
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
丁
目
12-

12

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
９

◆
青
森
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
青
森
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
w

w
w

tb.m
lit.g

o
.jp/

to
ho

k
u/

am
/
am

-
inde

x
.htm

l

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
書
類
の
確

認
、
委
任
状
等
の
取
得
が
可
能
で
す
。

◆◆
自
動
車
技
術
総
合
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

自
動
車
技
術
総
合
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（
自
動
車
検
査
予
約
シ
ス
テ
ム
）

　

（
自
動
車
検
査
予
約
シ
ス
テ
ム
）

　

パ
ソ
コ
ン

　

パ
ソ
コ
ン

　

http:/
/
w

w
w

.y
o
y
ak

u.nalte
c.g

o
.jp

　

携
帯
電
話

　

携
帯
電
話

h
ttp

s
:/

/
m

o
b
ile

.y
o
y
a
k
u
.n

a
lte

c
.

g
o
.jp/

◆
受
付
時
間

◆
受
付
時
間

平
日　

８
時
45
分
～
12
時
、
13
時
～

16
時(

土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
）

◆
自
動
車
検
査
予
約
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

◆
自
動
車
検
査
予
約
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０-

０
３
０-

３
３
０

（
９
時
～
18
時　

土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

県
税
口
座
振
替
制
度
の
お
知
ら
せ

県
税
口
座
振
替
制
度
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間
」

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間
」

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手

続
き
及
び
車
検
は
お
早
め
に

続
き
及
び
車
検
は
お
早
め
に
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相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・
家

族
間
の
問
題
等
法
律
に
関
す
る
お
悩
み

を
抱
え
た
女
性
の
た
め
に
、
女
性
司
法

書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た
皆
様
、

女
性
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
る
、
話
せ
る
、

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
是
非
こ
の

機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。

◆
日
時

◆
日
時　

２
０
２
１
年
３
月
６
日(

土)

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◆
相
談
用
電
話
番
号

◆
相
談
用
電
話
番
号

　

☎
０
１
７-

７
５
２-

０
４
４
０

　

（
当
日
の
み
専
用（
臨
時
）の
番
号
で
す
）

◆
主
催

◆
主
催　

青
森
県
司
法
書
士
会

◆
相
談
員

◆
相
談
員　

女
性
司
法
書
士

※
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

※
電
話
相
談
の
際
の
通
話
料
は
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す

※
相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な
手

続
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、
別
途

費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に

ご
確
認
下
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
司
法
書
士
会

　

青
森
市
長
島
３-

５-

16

　

☎
０
１
７-

７
７
６-

８
３
９
８

　

FAX
０
１
７-

７
７
４-

７
１
５
６

　

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た

か
い
お
気
持
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
発
災
初
期
か

ら
、
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
な
ど
に
始
ま
り
、
現
在
も
赤
十
字

病
院
で
の
患
者
の
受
け
入
れ
、
感
染
へ

の
不
安
が
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
ら
な

い
た
め
の
情
報
発
信
な
ど
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
７
月
に
九
州
地
方
な
ど
の
広
範

囲
に
わ
た
り
被
害
を
も
た
ら
し
た
記
録

的
な
豪
雨
に
際
し
て
も
、
発
生
直
後
か

ら
救
護
班
を
派
遣
し
、
感
染
症
の
流
行

と
い
う
難
し
い
状
況
の
中
に
お
い
て
も
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
日
も
早
く
こ
の
困
難
な
事
態
が
終

息
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
赤
十
字
社

も
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
れ
ら
災
害
や

感
染
症
で
失
わ
れ
る
い
の
ち
を
守
り
、

そ
の
苦
痛
を
限
り
な
く
軽
減
す
る
た
め

の
活
動
の
ほ
か
、
平
時
か
ら
の
地
域
や

教
育
現
場
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
知

識
・
技
術
の
普
及
強
化
や
行
政
な
ど
と

連
携
し
た
地
域
で
の
講
習
普
及
な
ど
、

地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
す
べ
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
と
寄
付
金
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で
は
、

赤
十
字
活
動
の
こ
と
を
、
も
っ
と
多
く

の
県
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
努
力
し
、
こ
こ
ろ
か
ら
賛
同
を
得

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
赤
十
字
会
員
（
社
員
）
増

強
・
活
動
資
金
増
収
運
動
」
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
あ
た
た
か
い
ご

支
援
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

・
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

　
　

組
織
振
興
課　

会
員
係

　
　

☎
０
１
７-

７
２
２-

２
０
１
１

　

・
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

　
　

東
通
区
分

　
　

担
当
課　

い
き
い
き
健
康
推
進
課

　
　

☎
０
１
７
５-

２
８-

５
８
０
０

◆
シ
ア
タ
ー
上
映

◆
シ
ア
タ
ー
上
映

　

〇
10
時
～
・
15
時
～

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
制
作
の
名
作

ア
ニ
メ
集
！
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん

（
全
８
話
）
」

　

〇
12
時
～

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
ワ
ー
ル
ド
「
グ
レ
ー
ト
・

ノ
ー
ス
／
北
極
圏
に
生
き
る
」

◆
場
所

◆
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

◆
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

◆
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
開
催
し

ま
す
。
開
催
時
間
・
詳
細
は
、
直
接

当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
お
さ
か
な
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
つ

く
ろ
う
！
』　

※
参
加
費
・
予
約
不
要

◆
場
所

◆
場
所

　

つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
コ
ー
ナ
ー

※
諸
事
情
に
よ
り
、
各
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳

細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

む
つ
科
学
技
術
館

　

☎
２
５-

２
０
９
１

　

FAX
２
５-

２
０
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
w

w
w

.jm
sfm

m
l.or.jp/

m
sm

.htm

卓 球 教 室 開 催 中 ！！
　

東
通
村
体
育
館
で
は
令
和
２

年
11
月
５
日
～
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
、
毎
週
木
曜

日
に
卓
球
教
室
を
開
催
中
で
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
２
月
中
旬
頃
ま
で
体
育

館
内
電
気
交
換
の
為
、
活
動
の

有
無
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
持
ち
物

◆
持
ち
物　

内
履
き

※
卓
球
用
具
等
は
主
催
者

側
で
用
意
し
ま
す
。

◆
費
用

◆
費
用　

無
料

◆
日
時

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日　

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

東
通
村
体
育
館

　

☎
２
７-

２
２
０
０
（
八
戸
）

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

赤
十
字
会
員
加
入
・
赤
十

赤
十
字
会
員
加
入
・
赤
十

字
活
動
資
金
の
ご
支
援
を

字
活
動
資
金
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談

に
よ
る
無
料
法
律
相
談((

電
話
電
話))
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除雪機を貸し出しいたします

　村では、老人世帯等の除雪に役立てていただくために、要望に応じて

部落会などに対して除雪機の貸し出しを行っております。

【貸し出し期間】【貸し出し期間】　１回の貸し出しにつき５日以内

【使用 の 条 件】【使用 の 条 件】 

　使用料は無料です。ただし、燃料は満タンの状態で貸し出しいたしま

すので、使用した分は使用者が補充し、満タンにしたうえで返還してく

ださい。使用者は運搬等に必要な軽トラック等を準備してください。

　使用に際し、自責他責を問わず事故あるいはケガを負った場合、その責は使用者が負います。

※詳しくは、村ＨＰ又は、経営企画課（電話２７－２１１１）へお問い合わせください。
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（

）

月
届
出
分

１2

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
出
の
際
に
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

宮
　
下
　
ヤ
　
ス
（
蒲
野
沢
）
89
歳

澤
　
田
　
紀
　
歳
（
蒲
野
沢
）
80
歳

青
　
柳
　
る
　
ゑ
（
尻
　
　
屋
）
95
歳

渕
　
　
　
春
　
彦
（
目
　
　
名
）
53
歳

三
　
橋
　
み
つ
ゑ
（
白
　
　
糠
）
89
歳

竹
　
山
　
仁
　
一
（
小
田
野
沢
）
90
歳

大
　
福
　
み
つ
え
（
石
　
　
持
）
94
歳

竹
　
林
　
　
　
毅
（
野
　
　
牛
）
64
歳

坂
　
本
　
い
　
ね
（
老
　
　
部
）
80
歳

川
　
端
　
忠
次
郎
（
小
田
野
沢
）
92
歳

住
民
の
窓

住
民
の
窓

久
保
沢 

啓
人
さ
ん（
砂
子
又
）の

長
男  

奏か
な

　
太た 
く  
ん

馬
場 

信
悦
さ
ん（
小
田
野
沢
）の

長
男  

一い
ち

　
嘉か 

く  

ん

満 １ 歳 で ～ す ！

不審な電話に注意しましょう！！
　むつ警察署管内において、行政職員・金融機関職員を騙ってＡＴＭに誘

導し、お金をだましとろうとする不審な電話が相次いでいます。

　東通村内においても、村役場職員・金融機関職員を騙り、「税金の還付

金があります。本日午前中が期限となっております。」などと言ってATM

に誘導、操作させ、約３０万円をだまし取るという特殊詐欺事件が発生し

ました。

　「還付金があるのでＡＴＭに行って。」「ＡＴＭに着いたら電話をして。」

といった言葉は詐欺のものであり、役場や金融機関の職員が手続きのため

と偽ってATMに誘導することは絶対にありません。　

　不審な電話や訪問があった場合は、一人で悩まずに家族や警察、役場、

近くの駐在所等に相談しましょう。

むつ警察署：２２－１３２１
東通村役場：２７－２１１１


